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◆第28回通常総代会 開催
◆夏の農産物 出荷始まる
 　　（高松ぶどう・大崎すいか・プレミアムルビー）
◆白ねぎ部会 現地巡回

リバノス

JA石川かほくhttp://www.kahoku.is-ja.jp/http://www.kahoku.is-ja.jp/

内 灘 支 店
津 幡 支 店
津幡東支店
宇ノ気支店
高 松 支 店



の
運勢
８月
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牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】活気があります。レジャーは華やかでいつもよりぜいたくなものがお勧め。目的を絞ってお金を使うと好循環が
【健康運】運動は友人と一緒に始めると楽しく長続き　　【幸運の食べ物】サヤインゲン

第
二
十
八
回

通通
常
総
代
会
を
開
催

常
総
代
会
を
開
催

代表理事組合長に
� 西川�一郎氏を再任
　第28回通常総代会が６月25日、津幡町文化会館シ
グナスにて開催され、 総代数523名のうち本人出席
19名、書面議決による出席479名あわせて498名の
出席を得ました。
　議長に津幡東支店区域の田野原均氏を指名。議案７
件、報告事項３件が慎重に審議され原案通り可決され
ました。
　第１号議案の第28年度事業報告、剰余金処分案では、
当期末処分剰余金３億4,691万円、1.4％の出資配当
金2,799万円を行なうこと、事業分量配当金4,042万円、
利益準備金や任意積立金に１億6,200万円積立てるこ
となどが承認されました。事業分量配当金については
米価下落に伴い、米出荷高１俵（60㎏）に対し300円、
青果物では販売高１万円に対し100円の配当を決めま
した。
　第２号議案では、第29年度事業計画設定の件では、
平成26年度より取り組んできた自己改革について、
今年度より自己改革工程表を用いて指標目標を数値化
し、実践方策の取り組み事項と基本目標を掲げました。

自己改革実践サイクルの構築と実践に取り組むととも
に、組合員の意思反映と運営参画機会の提供について
掲げ承認されました。
　第５号議案では、役員選任の件で、任期満了に伴い
理事19名、監事５名が選任及び承認され、後の組織
理事会で代表理事組合長に西川一郎氏が再任されました。

議長を務めた田野原均氏
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の
運勢
８月 牡牛座

4/20〜5/20

【全体運】まず問題解決に尽力を。手のかかるものから片付けます。後には楽しい予定が待っています。下旬から運気好転
【健康運】食べ過ぎたら体を動かしてカロリーを消費　　【幸運の食べ物】オクラ

永
年
勤
続
職
員
表
彰

櫻
井
和
幸
（
営
農
部　
営
農
企
画
課
）

坂
倉
俊
介
（
津
幡
支
店
）

水
野
貴
仁
（
津
幡
支
店
）

 

第
二
十
八
回 

通
常
総
代
会
提
出
議
案 

【
決
議
事
項
】

第
一
号
議
案　
第
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
の
件

第
二
号
議
案　
第
二
十
九
年
度
事
業
計
画
の
設
定
の
件

第
三
号
議
案　
第
二
十
九
年
度
以
降
建
物
土
地
処
分
計
画
の

設
定
の
件

第
四
号
議
案　
定
款
の
一
部
変
更
の
件

第
五
号
議
案　
役
員
選
任
の
件

第
六
号
議
案　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
七
号
議
案　
退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金

支
給
の
件

【
報
告
事
項
】

一　
第
二
十
八
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、

附
属
明
細
書
並
び
に
会
計
監
査
人
及
び
監
事
の
監
査
報

告
に
つ
い
て

二　
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
か
ほ
く
の
運
営
状
況

に
つ
い
て

三　
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ
い
て　

新  

役  

員

代
表
理
事
組
合
長�

西

川

一

郎

代
表
理
事
専
務�

村

井

一

宏

常
務
理
事�

田

中

光

博

理　
　
事�
森

田

惠

子

理　
　
事�
安

下

正

之

理　
　
事�

小

蕎

義

夫

理　
　
事�

米

田

悦

子

理　
　
事�

谷

口

孝

三

理　
　
事�

荒

木

恵

子

理　
　
事�

田　
端　
い
ず
み

理　
　
事�

大

澤

朗

正

理　
　
事�

竹

中

助

典

理　
　
事�

松

能

明

人

理　
　
事�

長

江

栄

樹

理　
　
事�

酒

井

裕

一

理　
　
事�

吉

本

�

悟

理　
　
事�

瀬

戸

一

孝

理　
　
事�

北

岡

仁

志

理　
　
事�

油

島
　

慧

代
表
監
事�

中

村
　

壽

常
勤
監
事�

山

下

充

晃

監　
　
事�

今

本

重

蔵

監　
　
事�

井

上

亮

一

員
外
監
事�

長
　

和

義

退 

任 

役 

員

理　
　
事�

吉
田　
　

秀
夫

理　
　
事�

寺
井　
　

浩
幸

理　
　
事�

丹
羽　
　

講
平

理　
　
事�

長
田　
　

順
一

理　
　
事�

山
﨑　
　

武
志

理　
　
事�

井
田　
　

宏
子

理　
　
事�

倉
知　
　

清
志

理　
　
事�

大
田　
　

建

理　
　
事�

瀧
川　
　

圭
太

監　
　
事�

瀧
川　
　

嘉
孝
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4

双子座
5/21〜6/21

【全体運】意見の食い違いは時間がかかっても調整を試みて。見切り発車で行動を起こすと後退することに。整理整頓にツキ
【健康運】頭痛や眼精疲労に気を付けて。歯科検診は◎　　【幸運の食べ物】マクワウリ

　
県
内
最
大
の
ぶ
ど
う
産
地
で
あ
る
か

ほ
く
市
で
六
月
二
十
六
日
、
同
市
特
産

デ
ラ
ウ
ェ
ア
「
高
松
ぶ
ど
う
」
の
出
荷

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
出
荷
当
日
は
三
軒
の
農
家
よ
り
、
千�

三
百
二
十
九
キ
ロ（
六
百
五
十
ケ
ー
ス
）�

が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

着
色
も
良
く
大
房
大
粒
で
品
質
は
良
好
。

糖
度
は
基
準
値
の
十
九
度
を
大
き
く
超

え
る
二
十
一
・
八
度
と
甘
味
の
強
い
デ

ラ
ウ
ェ
ア
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
出
荷
を
迎
え
若
手
農
家
は
「
ほ
っ
と

し
て
い
る
。
子
供
の
頃
か
ら
食
べ
て
い

る
人
も
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
高
松

ぶ
ど
う
を
楽
し
ん
で
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
初
出
荷
を
喜
び
ま
し
た
。

　
七
月
末
ま
で
に
六
十
五
ト
ン
の
出
荷

を
見
込
み
、
北
陸
三
県
や
中
京
、
関
西

の
市
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

　
翌
二
十
七
日
に
は
、
金
沢
中
央
卸
売

市
場
で
初
競
り
が
行
わ
れ
、
最
高
ラ
ン

ク
「
特
秀
」
二
箱
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、

一
箱
五
万
円
と
、
栽
培
百
周
年
の
二
〇�

一
九
年
と
並
ん
だ
最
高
額
で
取
引
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
松
ぶ
ど
う
生
産
組
合
で
は
、
生
産

者
の
高
齢
化
に
伴
い
後
継
者
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
自

分
達
で
守
り
、
若
い
農
家
が
自
信
を
持

っ
て
栽
培
で
き
る
環
境
へ
つ
な
ぐ
た
め

栽
培
百
周
年
を
迎
え
た
二
〇
一
九
年
に

特
許
庁
へ
地
域
団
体
商
標
を
申
請
。
今

年
一
月
に
登
録
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
国

が
認
め
た
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商
標
マ
ー

ク
が
印
刷
さ
れ
た
出
荷
ケ
ー
ス
で
販
売

し
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
宇
ノ
気
集
出
荷
場
に
て
、

六
月
二
十
日
、
大
崎
園
芸
生
産
組
合
で

栽
培
さ
れ
た
か
ほ
く
市
特
産
「
大
崎
す

い
か
」
が
初
出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。

　
初
日
は
同
組
合
員
の
西
川
和
久
さ
ん

よ
り
約
二
ト
ン
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
育
苗
期
間
中
で
あ
る
三
月
に
、

気
温
の
低
い
日
が
続
い
た
た
め
、
苗
の

育
ち
に
遅
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
四

月
以
降
は
天
候
・
気
温
と

も
に
安
定
し
回
復
。
五
月

に
行
わ
れ
る
交
配
・
着
果

も
順
調
に
進
み
、
糖
度
は

平
年
以
上
の
十
三
・
八
度

と
甘
み
の
強
い
出
来
と
な

り
ま
し
た
。

　
同
組
合
員
は
、
一
つ
一

つ
す
い
か
の
表
面
を
叩
き
、�

果
肉
の
詰
ま
り
を
確
認
し

な
が
ら
選
別
、
箱
詰
め
作

業
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。�

西
川
和
久
さ
ん
は
「
い
よ

い
よ
こ
の
時
期
が
来
た
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

大
崎
す
い
か
の
強
い
甘
味

と
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た

食
感
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」�

と
話
し
ま
し
た
。

　
大
崎
す
い
か
は
、
三
戸
の
農
家
で
約

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
お
り
、
七
月

下
旬
ま
で
に
約
百
六
十
ト
ン
の
出
荷
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
出
荷
さ
れ
た
大
崎

す
い
か
は
、
富
山
や
関
西
方
面
の
市
場

へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
同
集
荷
場
で
の
直
売
や
、
Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
、
か
ほ
く
市
道
の

駅
高
松
で
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

甘
味
が
詰
ま
っ
た
大
崎
す
い
か

味
が
詰
ま
っ
た
大
崎
す
い
か

出
荷
迎
え
る

出
荷
迎
え
る

選別を行う生産者

初出荷を迎えた高松ぶどう

大
房
大
粒
高
松
ぶ
ど
う

房
大
粒
高
松
ぶ
ど
う

い
よ
い
よ
出
荷

い
よ
い
よ
出
荷



5

の
運勢
８月 蟹　座

6/22〜7/22

【全体運】難しい役回りを任されそうですが見事に切り抜けられます。あなたの笑顔が場を和ませます。にっこりほほ笑んで
【健康運】メンタルにダメージの恐れ。心をガードして　　【幸運の食べ物】ゴーヤー

　
農
事
組
合
法
人
市
谷
は
、
六
月
十
六

日
よ
り
、
Ｊ
Ａ
全
農
式
ト
ロ
箱
養
液
栽

培
シ
ス
テ
ム
「
う
ぃ
ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」
を
利

用
し
、
栽
培
さ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
「
プ

レ
ミ
ア
ム
ル
ビ
ー
」
の
収
穫
・
出
荷
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
比
べ
て
朝
晩
の
気
温
が
低
く
、

日
中
と
の
温
度
差
が
あ
っ
た
た
め
、
糖

度
が
増
し
て
お
り
、
色
や
形
な
ど
の
生

育
も
順
調
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
同
組
合
法
人
の
前
田
衛
さ
ん
は
「
プ

レ
ミ
ア
ム
ル
ビ
ー
を
楽
し
み
に
待
っ
て

く
れ
て
い
る
フ
ァ
ン
の
方
が
い
る
。
今

年
も
無
事
に
出
荷
す
る
事
が
出
来
て
安

心
し
て
い
る
。
よ
り
沢
山
の
方
に
プ
レ

ミ
ア
ム
ル
ビ
ー
を
食
べ
て
頂
け
る
と
嬉

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
ル
ビ
ー
は
、
み
ず
み
ず

し
く
、
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
に
ジ
ュ
ー
シ

ー
な
味
わ
い
が
特
徴
で
、
ト
マ
ト
が
苦

手
な
方
で
も
食
べ
や
す
い
ミ
ニ
ト
マ
ト

で
す
。

　
「
う
ぃ
ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
ハ
ウ
ス
内
で
水
稲
と
園
芸
作
物

と
の
複
合
化
を
可
能
に
し
、
農
業
者
の

所
得
増
大
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
組
合
法
人
で
は
五
年
前
よ
り
「
う

ぃ
ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」
を
利
用
し
た
栽
培
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
栽
培
・
管
理
方
法
を

試
行
錯
誤
の
末
、
二
年
前
か
ら
安
定
し

て
収
穫
す
る
事
に
成
功
。
糖
度
の
維
持

と
ぎ
っ
し
り
と
実
の
詰
ま
っ
た
ミ
ニ
ト

マ
ト
に
育
つ
よ
う
栽
培
・
管
理
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
植
え
替
え
時
期
を
八

月
中
旬
ま
で
伸
ば
し
、
長
期
間
の
出
荷

と
収
量
増
加
に
繋
げ
ま
す
。
十
月
末
ま

で
に
一
ト
ン
の
出
荷
を
目
指
し
て
お
り
、

出
荷
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
ル
ビ
ー
は
県

内
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
、
学
校
給
食

で
も
提
供
さ
れ
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
ル
ビ
ー

レ
ミ
ア
ム
ル
ビ
ー  

出
荷
始
ま
る

出
荷
始
ま
る

　
六
月
二
十
三
日
、
当
Ｊ
Ａ
白
ね
ぎ

部
会
は
、
令
和
四
年
産
の
生
育
状
況

を
確
認
す
る
た
め
三
か
所
の
圃
場
を

巡
回
し
ま
し
た
。
生
産
者
・
県
央
農

林
事
務
所
職
員
・
当
Ｊ
Ａ
職
員
を
含

め
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
圃
場
で
は
生
産
者
が
定
植
時
期

や
、
現
在
の
生
育
状
況
を
説
明
。
土

寄
せ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
防
除
時
期
、

栽
培
管
理
に
つ
い
て
反
省
点
や
改
善

点
を
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
当
Ｊ
Ａ

職
員
か
ら
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
ネ
キ
リ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
対
策
に

つ
い
て
説
明
。
生
産
者
は
高
品
質
栽

培
に
向
け
栽
培
方
法
の
知
識
を
深
め

ま
し
た
。

　
同
部
会
は
今
年
度
、
早
期
出
荷
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
三
月
中
旬
に
夏

ネ
ギ
の
苗
を
定
植
。
長
期
間
の
出
荷

と
品
質
、
単
収
の
向
上
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
収
穫
ま
で
に
土
寄
せ
機

の
説
明
会
を
行
う
な
ど
生
産
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
、

意
見
交
換
を
通
じ
適
期
作
業
の
知
識

と
理
解
を
深
め
、
品
質
の
良
い
白
ね

ぎ
の
生
産
と
県
内
最
大
の
産
地
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

白
ね
ぎ
部
会

ね
ぎ
部
会  

現
地
巡
回

現
地
巡
回

プレミアムルビーを収穫する前田さん

現地を確認する生産者
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８月
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獅子座
7/23〜8/22

【全体運】好調運ですが、とても多忙。やることを整理して効率的に動きましょう。スケジュールには遊ぶ予定も組み込んで
【健康運】規則正しい生活を心がけて。温かい食べ物にツキ　　【幸運の食べ物】桃

　
六
月
十
日
、
河
北
潟
生
産
出
荷
組
合

施
設
園
芸
部
会
の
笠
間
勝
弘
さ
ん
の
エ

ダ
マ
メ
畑
に
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農

薬
散
布
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
職
員
、
県
央
農
林
総
合
事
務
所
職
員

等
を
含
む
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
笠
間
さ
ん
は
、
主
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
で
小
松
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、

ハ
ウ
ス
の
有
効
利
用
と
し
て

エ
ダ
マ
メ
を
栽
培
。
昨
年
は

「
河
北
潟
え
だ
ま
め
」
か
ら

「
加
賀
城
下
豆
」
へ
名
称
変

更
を
行
い
、
さ
ら
な
る
生
産

量
の
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
露
地
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、
栽
培
面
積
の
拡

大
に
と
も
な
い
、
労
働
力
省

力
化
・
作
業
効
率
化
を
目
的

に
ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
試
験
で
は
、
エ
ダ
マ
メ
畑

三
十
八
ア
ー
ル
に
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
薬
散
布
時
間
と
、

農
薬
散
布
機
で
の
散
布
時
間

を
計
測
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

散
布
時
間
は
約
五
分
と
な
り
、�

農
薬
散
布
機
で
の
散
布
に
比

べ
、
約
十
分
の
一
の
時
間
で

作
業
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
試

験
の
参
加
者
は
ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散

布
の
労
働
力
省
力
化
・
作
業
効
率
化
に

よ
る
効
果
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
笠
間
さ
ん
は
、
普
及
が
拡
大
し
て
い

る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
、
労
働
力�

省
力
化
・
作
業
効
率
化
を
実
現
す
る「
ス�

マ
ー
ト
農
業
」
に
参
入
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
試
験

ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
試
験

エダマメ畑に殺虫剤を散布するドローン

　
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
は
六
月
二
十
三
日
、

西
部
低
温
倉
庫
に
て
、
早
生
品
種
「
ゆ

め
み
づ
ほ
」の
現
地
講
習
会
を
開
催
し
、

生
産
者
・
関
係
者
含
め
二
十
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
県
央
農
林
総
合
事
務
所
職
員
か
ら
管

内
の
生
育
状
況
と
追
加
穂
肥
、
登
熟
向

上
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
は

雑
草
の
問
い
合
わ
せ
が

多
い
事
か
ら
、
稲
の
生

長
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
こ
ま
め
に
圃
場
を
見

回
り
、
早
期
発
見
に
努

め
る
と
と
も
に
、
適
切

な
防
除
に
つ
い
て
も
注

意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

今
後
は
稲
の
生
長
に
と

も
な
い
カ
メ
ム
シ
や
、

稲
こ
う
じ
病
な
ど
病
害

虫
被
害
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
対
策
方
法
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
生
産
者
は

実
際
に
圃
場
へ
行
き
現

地
を
確
認
。
追
加
穂
肥

の
判
断
を
す
る
た
め
の

幼
穂
長
や
葉
色
、
雑
草
の
種
類
に
対
す

る
効
果
的
な
除
草
剤
に
つ
い
て
目
で
見

て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
同

士
の
会
話
を
通
じ
て
情
報
共
有
を
行

い
、
今
後
の
水
田
管
理
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
来
月
に
は
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
防
除
が
行
わ
れ
、
八

月
二
十
日
ご
ろ
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

ゆ
め
み
づ
ほ
現
地
講
習
会

め
み
づ
ほ
現
地
講
習
会  

開
催
開
催

幼穂の長さを確認する生産者



7

の
運勢
８月 乙女座

8/23〜9/22

【全体運】恵みの多いときですが波乱の要素も秘めています。危ないものには近寄らないで。機器の整備や安全対策も入念に
【健康運】ハードな運動も可能。レジャーも楽しんで　　【幸運の食べ物】パプリカ

　
六
月
十
七
日
、
津
幡
町
舟
橋
の
農
事

組
合
法
人
米
六
の
圃
場
に
て
カ
ボ
チ
ャ

「
く
り
大
将
」
の
栽
培
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
生
産
者
・
関
係
者
を
含
め

約
二
十
名
が
参
加
。
参
加
者
か
ら
は
質

問
が
飛
び
交
い
、
七
月
末
の
出
荷
へ
向

け
、
今
後
の
栽
培
・
管
理
方
法
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
石
川
県
県
央
農
林
津

幡
事
務
所
職
員
が
講
師
を
務
め
、
梅
雨

に
入
り
、
降
水
量
が
多
く
な
る
た
め
土

壌
に
水
分
が
た
ま
ら

な
い
よ
う
排
水
対
策

を
徹
底
す
る
こ
と
や
、�

湿
度
が
高
い
と
病
気

が
広
が
り
や
す
く
な

る
た
め
十
分
注
意
を

払
う
な
ど
、
今
後
の

管
理
に
つ
い
て
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
同
組
合
法
人
で
は
、�

水
稲
の
園
芸
品
目
複

合
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
ま
で
稲
作
を
行

っ
て
い
た
圃
場
を
カ

ボ
チ
ャ
へ
転
作
。
今

年
か
ら
栗
の
よ
う
な

ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
と
甘
味
が
特
徴

の
「
く
り
大
将
」
の
栽
培
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
三
年
前
か
ら
生
産
者
の

作
業
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
と
し
て
、

カ
ボ
チ
ャ
の
共
同
乾
燥
と
専
用
鉄
コ
ン

テ
ナ
に
よ
る
簡
易
出
荷
を
行
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
国
産
需
要
が
高
ま
る
中
、

こ
の
講
習
会
を
通
じ
、
栽
培
面
積
の
拡

大
と
安
心
・
安
全
な
高
品
質
生
産
を
目

指
し
ま
す
。

良
質
な
カ
ボ
チ
ャ
「
く
り
大
将
」
へ

質
な
カ
ボ
チ
ャ
「
く
り
大
将
」
へ

栽
培
講
習
会

栽
培
講
習
会  

開
催
開
催

現地で生育状況を確認する生産者

　
六
月
四
日
、
河
北
潟
干
拓
地
の
幹
線

道
路
沿
い
で
、
一
斉
清
掃
、
一
斉
除
草

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
が
所
属
す

る
グ
リ
ー
ン
・
ア
ー
ス
農
地
・
水
・
環

境
保
全
組
織
を
は
じ
め
、
河
北
潟
周
辺

の
行
政
機
関
や
民
間
企
業
、
干
拓
地
の

生
産
農
家
な
ど
約
二
百
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
幹
線
道
路
沿
い
に
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
拾

い
残
し
が
無
い
よ
う
回
収
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
、
草
刈

り
機
、
鎌
な
ど
を
使
っ
て
安
全
に
注
意

を
払
い
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
河
北
潟
干
拓
地
の
美

し
い
自
然
環
境
を
保
全
し
、
未
来
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
年
二
回
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

自

ゴミを拾う当 JA職員

然
を
守
る

然
を
守
る

河
北
潟
干
拓
地
一
斉
清
掃

河
北
潟
干
拓
地
一
斉
清
掃

　
六
月
十
八
・
十
九
日
の
二
日
間
、
Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
で
は
日
頃
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
初
夏
の
感
謝
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
店
内
で
は
「
河
北
潟
産
こ
ま
つ
な
」

の
特
別
販
売
会
、
う
る
ち
玄
米
一
キ
ロ

当
た
り
三
十
円
引
き
で
販
売
さ
れ
る
な

ど
、
地
元
の
農
産
物
が
手
頃
な
価
格
で

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
回
目
の
開
催
と
な
る
初

心
者
向
け
の
「
野
菜
栽
培
講
習
会
」
殺

虫
・
殺
菌
編
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
職
員
の
岡
本
拓
郎
さ
ん
よ
り
、
効
果

的
な
農
薬
の
種
類
や
、
散
布
量
の
目
安

に
つ
い
て
な
ど
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

か
ら
は
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

賑

野菜栽培講習会の様子

わ
う
初
夏
の
感
謝
祭

わ
う
初
夏
の
感
謝
祭  

開
催
開
催



の
運勢
８月

8

天秤座
9/23〜10/23

【全体運】少しずつ条件が整ってきます。交渉は粘り強く続けましょう。協力者が現れる予感も。説明書はよく読んで
【健康運】持病のケアに力を入れて。良い対処法を発見　　【幸運の食べ物】ツルムラサキ

　
か
ほ
く
市
立
大
海
小
学
校
三

年
生
十
二
名
は
五
月
二
十
三
日
、�

校
区
に
伝
わ
る
「
大
海
味
噌
」

の
味
噌
づ
く
り
学
習
を
開
始
し

ま
し
た
。
同
市
瀬
戸
町
在
住
の

髙
﨑
武
義
さ
ん
、
髙
﨑
政
勝
さ

ん
兄
弟
指
導
の
下
、
同
町
に
あ

る
一
・
五
ア
ー
ル
の
畑
で
大
豆

「
エ
ン
レ
イ
」
の
種
を
植
え
ま

し
た
。

　
児
童
達
は
髙
﨑
さ
ん
が
用
意

し
て
く
れ
た
竹
の
棒
で
三
セ
ン

チ
の
深
さ
の
植
え
穴
を
掘
り
、

植
え
穴
が
等
間
隔
に
な
る
よ
う

黙
々
と
作
業
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
髙
﨑
武
義
さ
ん
は
「
昨

年
は
不
作
だ
っ
た
の
で
今
年
は

沢
山
収
穫
で
き
る
事
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」
と
児
童
ら
と
と

も
に
大
豆
の
生
長
を
心
待
ち
に

し
ま
し
た
。

　
味
噌
づ
く
り
学
習
は
平
成
二�

十
三
年
よ
り
取
り
組
ん
で
お
り
、�

大
豆
の
栽
培
か
ら
味
噌
の
仕
込

み
ま
で
を
児
童
ら
が
行
い
ま
す
。�

六
月
中
に
は
土
寄
せ
の
作
業
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

校
区
に
伝
わ
る
味
噌
づ
く
り

区
に
伝
わ
る
味
噌
づ
く
り

学
習
開
始

学
習
開
始

　
来
年
迎
え
る
創
立
百
周
年
へ
向
け
、

授
業
で
養
蚕
を
行
っ
て
い
る
津
幡
高
校

で
は
六
月
二
十
日
、
蚕
の
飼
育
を
は
じ

め
て
約
一
か
月
が
経
ち
、
た
っ
ぷ
り
の

桑
の
葉
を
食
べ
栄
養
を
蓄
え
た
蚕
が
繭

を
作
り
始
め
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
養
蚕
活
動
の
中
で
最
も

大
変
と
い
わ
れ
る
「
上じ
ょ
う

蔟ぞ
く
」
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
上
蔟
は
、�

格
子
状
の
「
ま
ぶ
し
」

と
呼
ば
れ
る
繭
を
作
る

た
め
の
場
所
へ
移
動
さ

せ
る
作
業
を
言
い
、
一

頭
ず
つ
格
子
の
中
に
入

れ
ま
し
た
。
蚕
は
約
二

日
間
糸
を
吐
き
続
け
、

繭
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

採
種
し
た
繭
は
加
工
業

者
で
、
糸
や
生
地
に
し

て
も
ら
い
創
立
百
周
年

の
記
念
品
作
り
に
と
り

か
か
り
ま
す
。

　
園
芸
系
列
二
年
生
の

東
大
吾
さ
ん
は
「
養
蚕

を
始
め
る
と
楽
し
く
て

夢
中
に
な
っ
た
。
一
部

は
農
薬
が
か
か
っ
た
桑

の
葉
を
食
べ
て
死
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
、
秋
の
養
蚕
で
は
、
も

っ
と
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
生
徒
た
ち
は
、
六
千
頭
の
太た
い
平へ
い

長ち
ょ
う

安あ
ん
と
い
う
蚕
を
飼
育
し
、
一
か
月
間

交
代
で
世
話
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
九

月
に
も
四
千
頭
の
飼
育
を
行
う
予
定
で

す
。

育
て
る
大
変
さ
感
じ
る

て
る
大
変
さ
感
じ
る

養
蚕
活
動

養
蚕
活
動

植え方を教わる児童 大豆の種を植える様子

上蔟を行う生徒



9

の
運勢
８月 蠍　座

10/24〜11/22

【全体運】厳しい運気となっています。思うように進まなくても慌てないで。無理せず体力を温存。次の機会に備えましょう
【健康運】けがややけどに注意。安全確認を忘れずに　　【幸運の食べ物】イチジク

　
内
灘
・
津
幡
東
・
宇
ノ
気
・
高
松
支

店
で
は
、
六
月
十
五
日
に
来
店
さ
れ
た

年
金
受
給
者
に
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
し

た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
線
香
や
地
元
特
産

品
の
小
松
菜
な
ど
。
来
店
者
の
み
な
さ

ん
は
嬉
し
そ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け

取
り
、「
久
し
ぶ
り
に
来
店
し
た
が
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
と
思
わ
な
か
っ

た
。
今
日
来
て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。
店
内
で
は
来
店
さ
れ
た

方
と
、
職
員
と
の
会
話
が
弾
み
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
十
五
日
、
津
幡
支
店
で
は
年

金
受
給
日
に
合
わ
せ
て
野
菜
百
円
市

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
支
店
入
口
で
は
、
女
性
理
事
ら
が

持
ち
寄
っ
た
地
元
産
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ

や
ケ
ー
ル
、
支
店
長
か
ら
の
呼
び
か

け
で
市
谷
施
設
利
用
組
合
に
て
収
穫

さ
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、
新
鮮
な
野

菜
が
ず
ら
り
と
並
び
安
価
で
販
売
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
菜
だ
け
で
な

く
米
粉
を
使
っ
た
お
菓
子
、
手
作
り

で
作
ら
れ
た
籐
の
バ
ッ
ク
な
ど
も
販

売
さ
れ
約
三
十
種
類
も
の
商
品
が
並

び
ま
し
た
。
産
直
部
会
女
性
部
手
作

り
の
押
し
寿
し
も
販
売
さ
れ
大
好
評

で
し
た
。

　
来
店
さ
れ
た
方
は
、
沢
山
並
ん
だ

農
産
物
を
眺
め
、
女
性
理
事
と
の
会

話
と
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
松
本
裕
美
同
支
店
長
は
「
今
回
も

野
菜
百
円
市
を
開
催
で
き
、
多
く
の

方
に
来
て
頂
け
て
良
か
っ
た
。
地
元

産
の
食
材
を
食
べ
て
も
ら
い
、
地
産

地
消
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。
こ
の
場
が
Ｊ
Ａ
と
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
繋
が
り
が
深
ま
る
機
会
に

な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
が
並
ぶ
百
円
市

元
の
食
材
が
並
ぶ
百
円
市

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

年
金
来
店
感
謝
デ
ー

年
金
来
店
感
謝
デ
ー

買い物を楽しむ来店者

高松支店

内灘支店

津幡東支店

宇ノ気支店
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　「一緒に大正琴や
ってみない？」と友
達に誘われてあっと
いう間に12年。
　小学校のころ音楽
クラブの先生に影響
され、音楽が大好き
になり、大正琴にも
すっかりはまってし
まいました。月に二
回教室に通い、家で
も練習しています。
難しい曲もあります
が、練習を重ね、弾

けるようになっていく事が嬉しく、とても楽しいです。
　現在は新型コロナウイルスの影響もあり、発表会は減ってし
まいましたが、大正琴教室のみんなでひとつの曲を演奏し、弾
き終えた時の達成感と喜びをみんなで分かち合える所も大正琴
の魅力のひとつだと思っています。
　これからも健康に気をつけながら大好きな大正琴を続けてい
きたいです。皆さんも「大正琴」を始めてみませんか？

高松ぶどう
　デラウェア「高松ぶどう」は、かほく市高松の砂丘
地で栽培されています。種がなく食べやすいため多く
の方に親しまれています。甘味と酸味のバランスが良
く、一粒一粒が大きいので食べごたえたっぷりです。

選ぶ時のポイント
　新鮮なデラウェアを見分けるポイントは、皮が張っ
ていて色の濃いもの、枝が緑色でしおれていないもの
が新鮮な証拠です。

おいらおいらからから
� ご紹介� ご紹介なんだななんだな

ご飯をおいしく 食事を楽しく

新ナスの酢の物新ナスの酢の物

（４人分）

材　料

作り方 ❶　ゴーヤーは薄切りにし、塩で軽くもみサッとゆがいて
おく。ミニトマトは湯むきしておく。

❷ ナスは上下を切り落とし縦に包丁で5、6本切り込みを
入れ、180度に熱した菜種油でクルクル回しながら
揚げ、冷水に落とし手早く皮をむく（翡翠〈ひすい〉
なすにする）。

❸ ❷のナスを、だし汁に浸し一晩置く。三杯酢は鍋で一
煮立ちさせ冷ましておく。

❹　❸のナスを器に盛り付け、ゴーヤー、ミニトマト、おろ
しショウガをあしらい、三杯酢をかけ出来上がり。

ナス………………… 8本
ゴーヤー………… 1/2本
ミニトマト………… 8個
おろしショウガ
……………… 大さじ１

三杯酢……………… 適宜
（酢3:薄口しょうゆ1:砂糖1:だし汁2） 
だし汁……………… 適宜
菜種油……………… 適宜
塩…………………… 適宜

「天晴」のオーナーシェフ 永井　智一　氏

料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームページで紹介したいと思います
ので、皆さんのご自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の方も、併せて募集していま
す。たくさんのレシピをお待ちしております。

宛先
〒929-0326  河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局
※レシピが多い場合は、リバノス編集局で選定させて
いただきます。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）

４．一言コメント
５．写真

おいら我慢できなくて
食べちゃうんだな～
頂きますなんだな～！
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Ｑ 

な
ん
で
農
業
？

「
自
分
に
は
ぶ
ど
う
だ
！
と
思
っ
た
」
と
明
る

く
笑
顔
で
話
す
清
水
さ
ん
は
、
大
阪
生
ま
れ
、

大
阪
育
ち
で
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
植
物
が
大
好
き

で
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
は
、
園
芸
専
門
学
校

の
花
き
園
芸
栽
培
コ
ー
ス
へ
進
学
し
、
土
づ
く

り
か
ら
野
菜
の
栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
は
大
阪
に
あ
る
花
装
飾
の
仕
事
、
京
都

で
は
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
農
業
に

携
わ
り
た
い
と
い
う
想
い
は
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ 

な
ん
で
ぶ
ど
う
？

　
旅
先
で
た
ま
た
ま
食
べ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
が
美
味
し
く
て
、
そ
の
時
に
「
ど
う
や
っ

て
作
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
ぶ
ど
う
に
つ
い

て
強
烈
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
楽
し
い
は
ず

の
旅
行
よ
り
も
、
ぶ
ど
う
の
事
で
頭
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
取
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
続
け
ま
し
た
。
毎
日
ぶ
ど
う
農
家
が
発

信
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
て
栽
培
方
法
を
独

学
で
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
通
じ
て
「
い
ず
れ
は
新
規
就
農
者
と
し
て
ぶ 

ど
う
を
作
り
た
い
！
」「
女
性
で
も
農
業
は
で
き 

る
の
か
？
」と
、
疑
問
と
熱
意
を
ぶ
つ
け
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
、
昼
は
看
護
師
と
し
て
働
き
、
夜
は

ぶ
ど
う
栽
培
の
勉
強
を
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

Ｑ 

な
ん
で
石
川
県
？

　
か
ね
て
よ
り
興
味
が
あ
っ
た
石
川
県
に
住
み 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
決
め
手
と
な
っ

た
の
は
ぶ
ど
う
の
産
地
が
あ
る
事
を
知
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
の
時
に
初
め
て
高
松
ぶ
ど
う
や
ル

ビ
ー
ロ
マ
ン
の
事
も
知
り
ま
し
た
。
石
川
県
に

在
住
し
な
が
ら
ぶ
ど
う
栽
培
を
出
来
る
可
能
性

を
見
つ
け
た
時
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
、
石
川
県
の
新
規
就
農
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
。
そ
の
時
景
品
で
頂
い
た
高

松
ぶ
ど
う
を
初
め
て
食
べ
た
時
に
、
今
ま
で
食

べ
た
こ
と
の
な
い
甘
さ
と
粒
の
大
き
さ
に
驚
き
、

感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
「
わ
た
し
高
松
ぶ

ど
う
作
り
た
い
！
」と
強
く
思
い
決
意
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
か
ほ
く

で
面
接
を
受
け
、
新
規
就
農
へ
の
準
備
を
進
め

て
い
き
、
現
在
は
今
本
ぶ
ど
う
園
で
研
修
生
と

し
て
栽
培
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

ぶ
ど
う
栽
培
を
し
て
い
て
楽
し
い
時
・
嬉

し
い
時
は
い
つ
？

　
自
分
の
手
が
け
た
ぶ
ど
う
が
日
に
日
に
成
長

す
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
。
今
後
は
収

穫
し
、
沢
山
の
方
に
美
味
し
い
と
言
っ
て
食
べ

て
も
ら
う
事
を
想
像
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

　
そ
の
反
面
、
ぶ
ど
う
栽
培
は
教
科
書
に
は
載

っ
て
い
な
い
技
術
、
長
年
経
験
し
て
き
た
か
ら

こ
そ
分
か
る
部
分
が
あ
る
。
自
分
は
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
で
す
。

Ｑ 

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
こ
れ
か
ら
も
今
本
ぶ
ど
う
園
の
ご
夫
婦
を
目

標
と
し
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。
約

二
十
種
類
も
の
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
、
ぶ
ど
う
園

を
守
っ
て
き
た
二
人
。
農
園
に
関
す
る
こ
と
全

て
頭
の
中
で
把
握
し
て
い
て
心
の
底
か
ら
尊
敬

し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
私
を
温
か
く
見
守
り
、

育
て
て
く
れ
る
二
人
は
家
族
の
よ
う
で
大
切
な

存
在
で
す
。

　
今
本
さ
ん
か
ら
の
技
術
を
磨
き
、
維
持
し
な

が
ら
作
業
の
効
率
化
や
新
た
な
栽
培
方
法
を
取

り
入
れ
て
い
け
る
よ
う
な
生
産
者
に
な
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
で
は
、
将
来
の
地
域

農
業
を
支
え
る
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、

就
農
希
望
者
の
募
集
か
ら
、
営
農
定
着
ま

で
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
一
人
の
清
水
梓
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

I  s t a r t e d  f a r m i n g

!

 農業、 農業、
始始めめままししたた

【第１回】【第１回】

清水 梓清水 梓さんさん
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射手座
11/23〜12/21

【全体運】勢いのある好調運ですが下旬からは荒れ模様。用事もレジャーも前倒しで。後半は頼まれ事で忙しくなりそう
【健康運】ストレッチやつぼ押しで血行を促進　　【幸運の食べ物】トマト

秋
野
菜
の
害
虫
対
策

　
八
月
に
な
る
と
秋
野
菜
の
植
え
付
け
や

種
ま
き
が
本
格
化
し
ま
す
。
多
分
、
今
年

も
猛
烈
な
暑
さ
で
人
も
野
菜
も
弱
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
に
代
表
さ
れ
る

秋
野
菜
は
、
植
物
分
類
上
は
ア
ブ
ラ
ナ
科

に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
蝶
や
蛾
の
幼
虫
に
よ
る
食
害
が

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
秋
野
菜
の
害
虫
対
策

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
で
は
で
き
る
こ
と
な
ら
農
薬
を

使
わ
な
い
で
十
分
効
果
が
期
待
で
き
る
対

策
が
望
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
現
実

的
に
は
農
薬
を
全
く
使
わ
な
い
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
農
薬
や
害
虫
の
特
徴
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と
が
農
薬
の
使
用
を
少
な
く
し
環
境
の

保
全
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
作
付
前
の
事
前
対
策

　
野
菜
を
栽
培
し
て
い
な
い
時
、
例
え
ば

寒
い
冬
の
時
期
、
卵
や
蛹
で
土
や
草
に
隠

れ
て
過
ご
す
虫
も
い
ま
す
が
、
春
か
ら
秋

に
か
け
て
は
畑
や
周
辺
の
雑
草
を
食
べ
な

が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
野
菜
が
植
え
付
け

ら
れ
る
と
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
美

味
し
い
野
菜
を
食
べ
に
や
っ
て
き
ま
す
。

畑
や
そ
の
周
辺
は
雑
草
が
は
び
こ
ら
な
い

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雑
草
地
は

害
虫
だ
け
で
な
く
病
気
の
原
因
と
な
る
病

原
菌
の
す
み
か
に
も
な
り
ま
す
。
畑
は
常

に
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
農
薬
を
使
わ
な
い
対
策

　
害
虫
の
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、ま
ず
、

こ
の
野
菜
に
は
ど
の
時
期
に
ど
ん
な
害
虫

が
被
害
を
及
ぼ
す
か
を
調
べ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
あ
の
虫
が
出
て

く
る
な
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
早
め
に
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
っ
と
も

簡
単
な
対
策
は
捕
殺
（
手
捕
ま
え
て
踏
み

つ
ぶ
す
）
で
す
。
五
十
個
以
上
の
卵
を
ま

と
め
て
産
み
付
け
る
虫
は
発
生
初
期
の
捕

殺
で
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
発
生
時
期
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
発
生

前
の
対
策
と
し
て
害
虫
が
野
菜
に
寄
り
付

き
に
く
く
す
る
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
光
が
キ
ラ
キ
ラ
反

射
す
る
の
を
嫌
う
の
で
銀
色
マ
ル
チ
や
シ

ル
バ
ー
テ
ー
プ
を
使
っ
て
防
ぎ
ま
す
。
ア

ブ
ラ
ム
シ
は
網
目
が
一
ミ
リ
以
下
の
ネ
ッ

ト
を
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

細
か
な
目
合
い
の
寒
冷
紗
で
野
菜
を
覆
っ

て
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。

◎
農
薬
の
ラ
ベ
ル
か
ら

　
農
薬
は
「
農
薬
取
締
法
」
で
そ
の
販
売

や
使
用
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
で
も
法
律
の
規
制
を
受
け
間
違
っ

た
使
い
方
を
す
る
と
罰
金
等
の
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
正
し
い
使
い
方
は
農
薬

の
袋
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、殺
虫
剤「
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
」

ラ
ベ
ル
に
は
、
商
品
名
と
し
て
「
ス
ミ
チ

オ
ン
乳
剤
」
が
大
き
く
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
農
薬
と
し
て
の
有
効
成
分

を
示
す
一
般
名
「
Ｍ
Ｅ
Ｐ
乳
剤
」、
き
ち

ん
と
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
「
登
録
番

号
」、
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
害

虫
防
除
目
的
に
使
用
す
る
時
は
必
ず
「
登

録
番
号
」
が
記
載
さ
れ
た
も
の
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
ラ
ベ
ル
の
内
側
に
は
、『
適
用
作
物
と

適
用
害
虫
』
が
一
覧
表
と
な
っ
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
一
覧
表
に
は
「
作
物

名
」、「
病
害
虫
名
」「
希
釈
倍
数
」、「
使

用
液
量
」、「
使
用
時
期
」、「
使
用
回
数
」、

「
使
用
方
法
」、
な
ど
の
項
目
が
あ
り
ま

す
の
で
こ
れ
を
守
っ
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
使
用
液
量
」は
実
際
に
使
う
散
布
量（
水

で
薄
め
た
時
の
液
量
）
で
す
。「
使
用
時

期
」
は
「
収
穫
△
△
日
前
ま
で
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
適

用
表
以
外
の
使
い
方
を
す
る
と
法
律
違
反

と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
適
用
表
を
守
っ
て

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他

　
野
菜
を
作
れ
ば
、
必
ず
害
虫
が
発
生
し

ま
す
。
害
虫
の
被
害
は
対
策
を
取
ら
な
け

れ
ば
収
穫
皆
無
と
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
大
き
な
被

害
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
薬

は
そ
の
効
果
が
大
き
く
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
が
、
近
年
は
環
境
へ
の
影
響
の

懸
念
か
ら
使
用
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
早
期
発
見
し
て
初
期

の
防
除
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
よ
う

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

�

澤
出
　
　
隆
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の
運勢
８月 山羊座

12/22〜1/19

【全体運】これまでの頑張りが認められ成果が上がりだします。安定運ですからマイペースで。うれしいニュースも飛び込んできそう
【健康運】思い切り遊ぶのが健康の秘訣（ひけつ）。早起きも◎　　【幸運の食べ物】スモモ

　
カ
ン
カ
ン
照
り
の
夏
に
は
庭
に
出
て

作
業
を
す
る
の
も
躊
躇
し
が
ち
に
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
観
葉
植
物
を
室

内
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
観
葉
植
物
も

光
合
成
の
た
め
に
光
が
必
要
で
す
が
、

日
本
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
は
か
な

り
日
光
を
制
限
し
て
い
ま
す
の
で
室
内

の
窓
辺
に
置
け
ば
十
分
楽
し
め
ま
す
。

こ
れ
ら
を
直
射
日
光
下
に
置
け
ば
葉
焼

け
を
起
こ
し
枯
れ
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま

す
。
一
方
、
自
持
ち
の
も
の
で
室
外
の

日
光
下
で
管
理
さ
れ
た
株
は
室
内
の
暗

い
場
所
に
置
く
と
落
葉
や
、
成
育
が
極

端
に
劣
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
観
葉
植

物
と
い
っ
て
も
種
々
あ
る
の
で
、
今
回

は
蔓
状
に
育
つ
サ
ト
イ
モ
科
植
物
を
取

り
上
げ
ま
す
。

◆
ポ
ト
ス

　
ポ
ト
ス
は
ヘ
ゴ
付
け
や
吊
り
鉢
（
図

１
）
で
多
く
出
回
り
ま
す
。
ハ
ー
ト
形

の
葉
に
黄
色

い
斑
が
入
る

も
の
が
一
般

的
で
す
。
植

物
に
は
子
供

の
時
期
と
大

人
の
時
期
が�

あ
り
、
二
時
期
で
葉
の
形
等
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ポ
ト
ス
も
大
き
く

育
つ
と
一
抱

え
も
あ
る
大

き
な
葉
に
な

り
ま
す
（
図�

２
）。葉
の
裂�

け
目
は
風
に

よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

◆
モ
ン
ス
テ
ラ

　
モ
ン
ス
テ
ラ
も
子
供
期
は
ハ
ー
ト
形

の
小
さ
め
の
葉
で
す
（
図
３
）
が
、
大

人
期
に
は
波
状
に
裂
け
目
の
あ
る
大
き

な
葉
に
な
り
、
サ
ト
イ
モ
科
特
有
の
小

花
を
多
数
着

け
た
棒
状
の

花
序
に
仏
炎

苞
の
あ
る
花

を
咲
か
せ
ま

す（
図
４
）。

◆
マ
ド
カ
ズ
ラ

　
こ
の
種
も
モ
ン
ス
テ
ラ
属
で
、
葉
に

は
窓
を
開
け
た
よ
う
な
穴
が
あ
き
ま
す
。

葉
の
形
は
大
き
く
変
化
し
ま
せ
ん
が
大

人
期
に
は

サ
ト
イ
モ

科
ら
し
い

花
を
着
け

ま
す
（
図

５
）。

◆
ヒ
メ
カ
ズ
ラ

　
オ
キ
シ
カ
ル
ジ
ウ
ム
の
名
で
流
通
す

る
ほ
う
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
丸
み
を

帯
び
た
葉
を
着
け
ヘ
ゴ
付
け
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
も
と
も
と
柵
な
ど
に
よ
じ

登
る
性
質
が
あ
り
（
図
６
）
大
型
の
鉢

物
に
適
し
ま
す
。
葉
形
に
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
が

蔓
は
か
な

り
高
い
と

こ
ろ
ま
で

よ
じ
登
れ

ま
す
。

◆
シ
ン
ゴ
ニ
ウ
ム

　
鉢
物
で
出
回
っ
て
い
る
も
の
は
子
供

期
の
矢
じ
り
形
の
葉
を
し
た
株（
図
７
）

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
大
人
期
に
は
三
つ

に
分
か
れ
た
葉
に
な
り
花
も
着
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
図
８
）。
子
供
期
の

矢
じ
り
形
の
葉
の
ほ
う
が
観
賞
上
は
良

い
で
し
ょ
う
。

◆
管
理
と
繁
殖

　
上
に
取
り
上
げ
た
種
類
は
、
い
ず
れ

も
樹
木
、
岩
等
に
着
生
し
、
茎
の
節
ぶ

し
か
ら
根
を
出
し
て
空
中
の
水
分
を
吸

収
し
て
い
ま
す
。
用
土
部
分
に
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
の
根
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
用
土
へ
の
過
度
の
水
や
り
は
禁

物
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
冬
越
し
を
考
え
る

時
期
で
す
が
、
大
き
く
育
っ
た
株
は
扱

い
が
厄
介
で
す
。
九
月
中
旬
ま
で
な
ら

挿
し
木
も
容
易
に
で
き
る
の
で
、
株
の

小
型
化
や
更
新
の
た
め
に
小
さ
め
の
挿

し
苗
を
増
や
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

小
鉢
に
直
接
挿
し
て
来
春
ま
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
下
さ
い
。
図
３
と
図
７
は
昨

冬
に
茎
だ
け
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
冬
越
し

さ
せ
て
今
春
に
九
㎝
鉢
に
一
芽
挿
し
し

た
も
の
で
す
。

夏
に
楽
し
む
観
葉
植
物

土
屋
　
照
二

図４

図６

図７

図３

図５

図２

図１

図８
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【全体運】対人運が活性化。良いことも大変なことも外から飛び込んできそう。返事は慎重に。言葉を選んで話すよう心がけて
【健康運】ヨーグルトや発酵食品で腸を元気に　　【幸運の食べ物】梨

　
私
は
六
人
姉
弟
の
長
女
で
、
今
年
で

九
十
五
歳
に
な
り
ま
す
。
少
し
前
ま
で

は
膝
や
腰
な
ど
痛
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
最
近
は
痛
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
一
人
暮
ら
し
な
の
で
先

の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
で
夜
も
眠
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時

は
『
あ
じ
こ
た
の
ち
に
し
』（
案
ず
る

こ
と
は
後
に
し
よ
う
）
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
今
日
一
日

を
無
事
に
過
ご
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。今
の
一
番
の
楽
し
み
は
相
撲
で
す
。

相
撲
が
な
い
と
き
は
家
の
前
の
田
ん
ぼ

に
来
る
野
鳥
を
見
て
い
ま
す
。
寂
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
離
れ
た
と
こ
ろ

に
い
る
妹
は
頻
回
に
電
話
を
し
て
く
れ

ま
す
し
、
町
内
に
い
る
妹
と
弟
は
気
に

か
け
て
会
い
に
来
て
く
れ
る
の
で
あ
り

が
た
い
で
す
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
毎
日

来
て
く
れ
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
は
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
相
談
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
家

で
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
出
来
る
こ

と
は
自
分
で
続
け
て
一
日
一
日
を
大
切

に
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
プ　
ご
利
用
者
様　

担
当
の
サ
ー
ビ
ス
責
任
者
よ
り

　
訪
問
す
る
と
い
つ
も
「
私
み
た
い
に

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
人
お
る
か
ね
」

と
尋
ね
ら
れ
「
沢
山
お
い
で
ま
す
よ
」

と
伝
え
る
と
満
面
の
笑
顔
で
「
ど
こ
に

お
る
か
は
わ
か
ら
ん
で
も
ツ
レ
が
お
る

と
わ
か
っ
て
嬉
し
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。

最
初
の
頃
は
ご
自
分
の
事
は
あ
ま
り
話

さ
れ
な
い
ご
利
用
者
様
で
し
た
が
、
最

近
は
ご
自
分
の
想
い
を
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ

と
伝
え
て
下
さ
い
ま
す
。
私
た
ち
が
訪

問
す
る
ご
利
用
者
様
の
家
族
構
成
に
つ

い
て
ご
紹
介
す
る
と
、
高
齢
者
の
お
一

人
暮
ら
し
が
四
十
七
％
、
高
齢
者
夫
妻

世
帯
が
二
十
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
ご
利
用
者
様
の
想
い
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
ご
自
宅
で
の
生
活
が
自
分
ら

し
く
継
続
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

あじこたのちにし

健
康
百
科

　
紫
外
線
が
強
い
季
節
は
、
肌
だ
け
で

は
な
く
髪
も
傷
む
の
で
予
防
や
ケ
ア
が

必
須
で
す
。

　
肌
に
紫
外
線
を
浴
び
過
ぎ
て
い
る
と
、

染
み
や
し
わ
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
皮

膚
が
ん
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
す
で
に
紫
外
線
が
強
い
こ

の
季
節
に
は
日
焼
け
止
め
は
必
需
品
で

す
。

　
農
作
業
の
と
き
は
長
袖
シ
ャ
ツ
に
つ

ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
て
も
、

屋
外
で
の
レ
ジ
ャ
ー
や
ち
ょ
っ
と
お
し�

ゃ
れ
を
し
て
の
外
出
時
、
自
動
車
の
中

な
ど
で
は
、
日
焼
け
予
防
は
怠
り
が
ち

で
す
。
洗
濯
物
を
干
す
つ
い
で
に
庭
の

掃
除
を
し
た
り
、
ご
近
所
の
人
と
の
立

ち
話
な
ど
、
短
い
時
間
の
つ
も
り
が
意

外
に
長
時
間
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
も
長
袖
で
肌
を
覆

い
、
つ
ば
が
広
い
帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
外
出
時
に

は
日
傘
を
持
参
し
て
、
駐
車
場
か
ら
建

物
ま
で
歩
く
よ
う
な
と
き
で
も
、
利
用

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
髪
に
対
し
て
紫
外
線
対
策
を
実
行
し

て
い
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
紫
外
線
を
浴
び
る
と
髪
の
表
面
が
傷

ん
で
パ
サ
パ
サ
に
な
り
ま
す
。
髪
が
パ

サ
つ
く
と
だ
ら
し
な
い
印
象
に
な
っ
た

り
、
ま
と
ま
り
に
く
く
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

も
決
ま
り
ま
せ
ん
。
ヘ
ア
ケ
ア
用
品
で

紫
外
線
対
策
用
の
製
品
を
使
う
こ
と
も

良
い
で
し
ょ
う
。

　
日
差
し
が
強
い
季
節
に
は
、
屋
外
に

い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
自
動
車
を
運

転
す
る
と
き
に
も
紫
外
線
を
浴
び
て
し

ま
う
の
で
、
肌
に
は
日
焼
け
止
め
ク
リ�

ー
ム
を
塗
り
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、

腕
は
長
袖
や
ア
ー
ム
カ
バ
ー
で
覆
い
、

髪
は
束
ね
て
帽
子
の
中
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
肌
は
夏
に
老
化
す
る
と
い
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
、紫
外
線
は
若
々

し
い
肌
の
大
敵
で
す
。
髪
も
同
様
に
夏

は
紫
外
線
を
た
く
さ
ん
浴
び
る
こ
と
で

傷
み
や
す
い
の
で
、
紫
外
線
対
策
と
普

段
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

　
肌
も
髪
も
、
日
焼
け
止
め
な
ど
紫
外

線
対
策
製
品
、
帽
子
や
日
傘
や
長
袖
の

着
用
、な
る
べ
く
日
陰
で
過
ご
す
な
ど
、�

複
数
の
方
法

で
紫
外
線
対

策
を
考
え
て
、�

夏
を
楽
し
み

た
い
で
す
ね
。

紫
外
線
で
傷
む
肌
と
髪健

康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

福
田
　
千
晶
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2/19〜3/20

【全体運】1人より誰かと一緒に動いた方がたくさんの実りを得られます。休日は映画や音楽を楽しんで。下旬は謙虚に
【健康運】評判のいいストレッチや健康食品にトライ　　【幸運の食べ物】ニンニク

�

石
本
よ
し
一 

選

題
「
気
」

● 

秀転
ぶ
な
よ
気
づ
か
う
孫
が
手
を
そ
え
る

�

澤
本　
昭
子
（
内
日
角
）

● 

佳
作

程
々
に
元
気
な
元
は
庭
い
じ
り

�

山
崎　
洋
子
（
横　
浜
）

長
生
き
は
田
舎
暮
ら
し
の
空
気
か
も

�

藤
沢　
充
子
（
瓜　
生
）

天
気
晴
れ
心
も
晴
れ
の
日
曜
日

�

𠮷
田　
順
子
（
川　
尻
）

口
よ
り
も
先
に
気
持
ち
が
顔
に
出
る

�

堂
川　
武
久
（
領　
家
）

発
言
を
一
番
先
に
し
た
勇
気

�

古
林　
照
子
（
長
柄
町
）

● 

入
選
　

マ
ス
ク
し
て
目
だ
け
気
合
い
メ
ー
ク
す
る

�

福
田　
貞
子
（
岩　
崎
）

薄
気
味
が
悪
い
じ
ゃ
な
い
か
妻
の
笑
み

�

小
田　
慶
喜
（
兵　
庫
）

一
気
飲
み
体
こ
わ
し
て
後
悔
し

�
村
田　
由
枝
（
竹　
橋
）

友
人
と
気
分
転
換
花
め
ぐ
り

�

田
村　
悦
子
（
大
根
布
）

ま
だ
九
十
気
は
ス
マ
ホ
手
に
大
丈
夫

�

河
合　
雅
子
（
津　
幡
）

気
を
つ
け
て
見
送
る
朝
の
声
響
く

�

川
端　
春
美
（
狩
鹿
野
）

若
葉
燃
ゆ
気
持
ち
休
め
に
奥
飛
騨
路

�

池
田
ひ
ろ
み
（
夏　
栗
）

叱
ら
れ
て
や
る
気
な
く
す
る
涙
の
児

�

長
谷
川
恵
子
（
市　
谷
）

気
に
か
か
る
先
程
聞
い
た
妻
の
愚
痴

�

藏
本　
義
拡
（
横　
浜
）

痴
話
喧
嘩
鬼
面
の
妻
に
気
合
い
負
け

�

井
田　
宏
子
（
井
野
河
内
）

元
気
よ
く
ラ
ジ
オ
体
操
自
己
管
理

�

洲
崎　
昭
子
（
太　
田
）

川
柳
と
天
気
だ
け
書
く
農
日
記

�

前
山
優
美
子
（
太　
田
）

気
心
の
知
れ
た
同
志
で
世
情
切
り

�

松
村
小
夜
子
（
岩　
崎
）

夏
疲
れ
気
を
立
て
な
お
す
生
ビ
ー
ル

�

東　
　
康
子
（
能　
瀬
）

気
持
ち
だ
け
家
族
の
絆
ポ
チ
袋

�

越
野　
郁
夫
（
二
ツ
屋
）

仕
事
中
眠
気
Ｍマ

ッ
ク
ス
Ａ
Ｘ
２
を
連
打

�

兼
保　
直
美
（
潟　
端
）

古
希
過
ぎ
て
気
楽
に
生
き
る
老
い
の
道

�

山
崎　
邦
夫
（
横　
浜
）

換
気
よ
し
築
五
十
年
マ
イ
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ム

�

宮
本
由
紀
子
（
宮　
坂
）

　　いつもリバノス楽しみにしています。
家庭菜園新米ですが、本誌で参考にさせて
頂いています。まだまだ知らない事ばかり
です。� 内灘町　茶谷　幸夫
ご愛読ありがとうございます。読者のみな
さまのお役に立てて私たちも嬉しいです。
家庭菜園は何を作っているのでしょうか？
もうすぐ夏野菜の季節。トマトやキュウリ、
ナスなど旬の食材を沢山食べて暑い夏を乗
り切りましょう！
　 　
　　「ほくの里」に似たかわいい姪っ子が
生まれました！早くお買い物に連れて行き
たいです♪� 津幡町　林　　萌
ご家族が増えた事、本当におめでとうござ

いますなんだな！こ
れからすくすく成長
する事を願っている
んだな。もしおいら
がＪＡグリーンかほ
くで、お買い物して
たらぜひ声をかけてほしいんだな！
� ほくの里より
　 　
　　昨年お知り合いから「のうぼら」とい
う菜葉の苗を頂き植えたところ良く育ちま
した。とっても美味しい菜葉です。来年も
作りたいと思います。�津幡町　高村　智子
葉物の野菜は炒め物やお浸しなど、いろん
なレシピがあり美味しいですよね。来年も
植えたら、生長の過程や、オススメの食べ
方などぜひ教えて下さいね。
　 　
　　かほく産のすいか、ぶどう早く食べた
いです。� かほく市　瀬戸　奏心
キーンと冷えて甘く、シャリシャリとした
大崎すいかに、甘みが強くみずみずしい高
松ぶどう。夏はおいしい味覚がいっぱいで
楽しみですね。JAグリーンかほくでは、
すいかや、ぶどうの他にも地元の農産物が

たくさん並んでいるのでぜひ足を運んでみ
て下さいね。
　 　
　　毎月クロスワード頭の体操と思い楽し
みにしています。� かほく市　森田　年子
クロスワードパズル、すべての問題が解け
たらスッキリしますよね。ついつい夢中に
なって解いてしまいます。これからもチャ
レンジしてくださいね！

川 
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川 
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な
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。
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、
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の
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生
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ば
あ
ち
ゃ
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思
い
の
孫
が
「
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ぶ
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よ
」
と
手
を

そ
え
て
く
れ
る
、
温
か
い
家
族
の
絆
が
目
に
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。

　
部
屋
が
ち
ら
か
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
つ
ま
ず
い

て
転
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
足
元
に
注
意
し
て
暮
し

ま
し
ょ
う
。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
� JA石川かほくリバノス編集局

お便りお便り
コーナーコーナー
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クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S ENT ６月号クイズ当選者

１� 夏に咲く黄色い花
２� 行きは良い良い――は怖い
３� レタスやゴボウは――科の植
物です

４� すし屋の符丁でお茶のこと
５� 能あるタカは隠してる？
７� 北海道の北部にある島。昆布
やウニが名産品です

９� 停留所に止まります
11� 漢字などの横に小さな文字で
振ります

12� 海からそよそよと――が吹い
てきた

13� 英国の通貨単位です
15� 魚の下ごしらえをするときに
取ることもあります

16� 草を刈るときに使います
17� 翼を持っています

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギQ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326�津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　８月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス10月号

●�茶谷　幸夫�さん
●�吉田由美子�さん
●�𠮷田　　暁 さん
●�今村千亜希�さん
●�中田キミエ�さん

〈答え〉 ラベンダー

１� 東海道新幹線の愛称の一つ
３� 天気予報で使う単位はヘクト
パスカル

６� 食事の――にしっかりと手を
洗った

７� ゾウガメのように水の少ない
所でも暮らせる亀

８� 綿あめの芯棒に使うことも
10� お化け屋敷で――満点の演出
を楽しんだ

14� 胸びれを広げて滑空します
16� 東北三大夏祭りの一つ、秋田
――祭り

18� 固体と液体を分ける方法の一
つ

19� マンションの賃貸情報に載っ
ています

20�「姿勢が悪いよ」と言われや
すい体勢

ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

菖蒲湯でリラックス
　ほのぼのデイサービスでは毎年菖蒲湯を実施して
います。今年は６／６㈪～６／10㈮の期間、たの
しんで頂きました。
　利用者さんからは「とても気持ちが良い」「もっと

根元の赤い所を入
れなダメだよ」な
ど色々な感想や豆
知識を教えてもら
いました。調べて
みると菖蒲の有効

成分は葉よりも根茎の部分に多く含まれ根元のピン
クの部分は特に強く香る部分なので切って捨てない
ようにした方が良いと知りました。リラックス作用
や血行促進が期待できる他、肩こりや腰痛予防にも
効果があるそうです。皆さんの健康と無病息災の祈
りを込め、邪気を払う菖蒲湯に浸かり昔のお話や家
族で過ごした事など色々と話が弾んで楽しい時が過
ごせました。コロナ禍は今後も続きそうですが、感
染予防に努めながら季節の行事などイベントを増や
していきたいと思います。
� ほのぼのデイサービス　スタッフ一同　
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　JA石川かほく営農販売課では、今年度もハウス用ビニール
や肥料用ビニール袋、畦波や育苗箱など不要になった農業用
廃プラスチックの回収を行います。日時、場所等につきまし
ては、次の通りです。

第１回 日時：  8 月２日（火）　午前９時～午後３時
場所：ほくの里ライスセンター（津幡町舟橋 250）

●回収料金

第２回 日時：10月４日（火）　午前９時～午後３時
場所：高松集出荷場（かほく市夏栗い 20）
１キログラム当たり90円程度（税込）、後日精算。

梱包の方法

使用済農業資材を運搬する際には、その運搬車の両側面に、
次の事項を表示する事が法律で義務付けられています。

１.産業廃棄物を収集運搬している旨の表示
２.排出事業者名

■お問い合わせ先 営農販売課 TEL 288‐7555

ハウス用ビニール・農ポリ等 農薬・除草剤等の入れ物 肥料用ビニール袋等

第３回 理事会だより 令和４年６月23日（木）開催

●審議事項
第１号議案　第28年度業務報告書の行政庁への提

出について
第２号議案　令和４年産米事務手数料の設定について
第３号議案　信用手数料徴収規程の一部改正について

●報告検討事項
⑴　令和４年５月末事業概況について 
⑵　第28年度会計監査人監査報告書について
⑶　決算書類及び会計監査人の監査報告に係る監事

監査報告について
⑷　理事と組合との契約締結報告について
⑸　令和４年産米集荷販売要領について
⑹　令和４年産大麦集荷販売要領について
⑺　令和４年産特定米穀取扱要領について
⑻　令和４年度ライスセンター・カントリーエレベ

ーター利用料金について
⑼　令和４年度育苗出荷実績について
⑽　令和４年度職員給与の定期昇給について
⑾　令和４年度上期賞与の支給について
⑿　その他



展示
商談会
の

農機・自動車農機・自動車

夏
7/22

午後1:00 ～ 午後4:00
午前8:30 ～ 午後4:00

JAグリーンかほく
農機センター 周辺
石川県河北郡津幡町字舟橋253

ところ

と  き 金 23・ 土
22日
23日

JAグリーン
かほく前倉庫

会場

6個入り

新型コロナウイルス感染症予防対策を実施しております。
ご来場される皆さまにはマスクの着用、手指の消毒などのご協力をお願いします。
新型コロナウイルスの感染拡大に伴い皆さまの健康・安全面を第一に考慮した結果、中止となる可能性がございます。

経済部経済課 ☎288-7555
農機センター ☎288-4170
自動車センター ☎288-4171

お
問
い
合
わ
せ

※上記期間以外は550円（税込）の
　点検料を頂きます

特定指定栽培米
コシヒカリ
特定指定栽培米
コシヒカリ 倶利伽羅米【精米】倶利伽羅米【精米】

JAグリーンかほく前倉庫会場

JAグリーンかほく前倉庫
会場

10kg 2,980円（税込）

●現金でのご購入となります。

特別価格数量限定

（PA-A96WCR）（PA-A96WCR）

51,900円
（消費税・工賃込）

水なし両面焼きグリル

パロマ ガステーブルパロマ ガステーブル

定価 102,700円（税込）定価 102,700円（税込）

（RTS65AWK14RG）（RTS65AWK14RG）

49,400円
（消費税・工賃込）

水なし両面焼きグリル

リンナイ ガステーブルリンナイ ガステーブル

定価 102,700円（税込）定価 102,700円（税込）
ご来場特典

農機センター
会議室

会場

（税込）
定価
660円 500円

補聴器電池パック
お一人様
10パックまで

ダイハツ
ハイゼットトラック

当日特価!!
会場にて発表！ 特

価 （税込）

メーカー希望小売価格 166,870円（税込）
クボタ 菜ビStyle（FTR3500）

120,000円

新車･中古車を
多数展示！

ガステーブルも
多数展示！

新型農機･
コンバイン他
多数展示！

水分計
無料点検実施

補聴器
試聴測定無料

仏壇･仏具
墓石展示 相談も承ります！

除雪機
早期予約
受付中

※現時点では年内の納品が可能ですが、機種
または今後の生産状況によっては納品が遅
延する場合がございます。

※展示車の色は
　チラシと異なる
　場合があります。

この機会に見て触れて、ぜひご検討ください！

除雪機はアフターサービスも
万全のJAで！
除雪機はアフターサービスも
万全のJAで！
ご予約は7月28日までがお得です。
詳細はＪＡ石川かほく農機センターまで


